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『
近
代
教
団
史
に
み
ら
れ
る
尼
僧
た
ち
』

村
雲
尼
公
と
尼
僧
法
団
を
中
心
に（

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
研
究
員
）

馬

島

浄

圭

は
じ
め
に
、
宗
制
上
か
ら
近
代
日
蓮
教
団
女
性
の
動
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
、
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
ず
、
女
性
（
尼
僧
、寺
庭
婦
人
、
女
性
信
徒
を
含
め
て
）
に
関
す
る
記
述
が
余
り
に
少
な
い
こ
と
。
実
際
、
時
代
と
は
い
え
教

団
の
女
性
た
ち
が
い
か
に
周
辺
化
さ
れ
、
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
か
を
読
み
取
る
こ
と
は
容
易
い
。
し
か
し
、
記
さ
れ
た
記
述
を
も

と
に
彼
女
た
ち
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
掘
り
下
げ
た
く
て
も
、
裏
付
け
と
な
る
資
料
が
ほ
と
ん
ど
無
く
立
ち
往
生
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
従
っ

て
こ
こ
で
は
『
近
代
日
蓮
宗
年
表
』
か
ら
、
教
団
の
尼
僧
た
ち
の
動
き
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

日
蓮
聖
人
滅
後
、
初
め
て
教
団
史
上
で
確
認
さ
れ
る
尼
僧
は
瑞
龍
院
日
秀
で
、「
慶
長
一
年
（
一
五
九
六
）
一
月
秀
吉
の
姉
瑞
龍
院
日

秀
、
本
國
寺
日

に
つ
き
得
度
す
る
（
日
蓮
宗
年
表
）」
と
あ
る
。
さ
ら
に
同
年
、「
瑞
龍
院
日
秀
、
嵯
峨
に
善
正
寺
を
創
建
す
る
。
後
の

村
雲
御
所
と
な
る
（
日
蓮
教
団
概
説
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
少
し
遅
れ
て
、
徳
川
家
康
の
側
室
養
珠
夫
人
の
足
跡
（
一
六
〇
五

一
六

五
三
）
が
教
団
史
を
彩
る
も
の
の
、
こ
の
後
近
代
・
明
治
一
年
（
一
八
六
八
）
一
一
月
一
二
日

九
条
日
尊
寂

六
二

京
都
村
雲
瑞
龍

寺
第
九
世
（
日
蓮
宗
年
表
）
の
名
を
見
る
ま
で
尼
僧
ら
し
き
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

明
治
元
年
、
神
道
の
国
教
化
を
目
指
し
た
「
神
仏
分
離
の
令
」
が
出
さ
れ
る
と
、
各
地
に
廃
仏
毀
釈
が
巻
き
起
こ
る
。
大
弾
圧
に
晒
さ

れ
た
仏
教
界
か
ら
は
各
宗
派
が
協
力
し
て
こ
と
に
当
ろ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
き
て
、
体
制
に
順
応
し
権
力
に
追
随
す
る
か
た
ち
で
、
窮
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地
を
乗
り
切
る
方
針
が
打
ち
だ
さ
れ
る
。

明
治
政
府
の
仏
教
懐
柔
策
と
し
て
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
四
月
二
五
日
、「
僧
侶
の
肉
食
妻
帯
蓄
髪
勝
手
た
る
べ
し
」
の
太
政
官

布
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
翌
明
治
六
年
一
月
二
二
日
に
、「
尼
僧
の
蓄
髪
・
肉
食
・
婚
姻
・
還
俗
の
自
由
」
を

布
告
し
て
い
る
こ
と
は
以
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
た
政
府
の
宗
教
政
策
を
前
に
、
教
団
の
存
亡
を
賭
け
た
指
導
者
層
の
緊
迫
し
た
動
向
が
窺
い
知
れ
る
明
治
期
、
一
人
の
尼
僧
の

発
願
が
印
象
深
い
。「
明
治
一
六
年
四
月

京
都
山
科
妙
見
寺
向
井
智
貞
尼
、
比
叡
山
横
川
定
光
院
の
日
蓮
聖
人
旧
跡
を
再
興
す
る
旨
発

願
す
る
。（
日
蓮
宗
年
表
）」
と
。
続
く
明
治
一
八
年
九
月
「
京
都
村
雲
瑞
龍
寺
日
栄
、
村
雲
別
院
を
東
京
日
本
橋
小
伝
馬
町
に
創
建
し
天

拝
鬼
子
母
神
堂
を
建
立
す
る
（
日
蓮
宗
教
報
）」
と
あ
る
。
大
正
八
年
四
月
に
深
見
耀
宏
が
、
京
都
松
ケ
崎
涌
泉
寺
に
お
い
て
『
尼
衆
修

道
院
』
を
開
設
し
た
こ
と
と
、
昭
和
一
四
年
一
一
月
、『
尼
僧
信
行
道
場
』
が
開
か
れ
た
こ
と
以
外
は
、
こ
の
期
間
す
べ
て
村
雲
瑞
龍
寺

尼
公
の
動
き
を
記
す
の
み
で
あ
る
。

明
治
三
八
年
七
月
二
日
に
、
京
都
村
雲
瑞
龍
寺
門
跡
内
に
本
部
を
お
い
て
護
国
婦
人
教
会
が
発
足
す
る
と
、
全
国
各
地
に
村
雲
婦
人
会

支
部
の
名
乗
り
が
挙
が
っ
て
い
く
。
宗
門
唯
一
の
門
跡
寺
院
、
村
雲
瑞
龍
寺
尼
公
の
、
国
策
を
伝
道
す
る
よ
う
な
足
跡
が
確
認
で
き
る
の

も
、
昭
和
一
〇
年
頃
ま
で
で
あ
る
。
昭
和
一
三
年
四
月
一
日
に
国
家
総
動
員
法
が
布
告
さ
れ
国
を
あ
げ
て
の
臨
戦
体
制
に
突
入
し
て
い
く

と
、
尼
僧
に
係
わ
る
記
述
は
戦
後
の
昭
和
二
二
年
（
注
一
）
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
一
：
昭
和
二
二
年
と
い
え
ば
四
月
二
四
日
、
西
川
景
文
が
宗
務
総
監
に
就
任
し
、「
こ
の
度
の
敗
戦
は
、反
省
懺
悔
の
好
機
会
で
あ
り
ま

す
・
・
・
」
と
宗
報
に
所
心
表
明
、
戦
後
を
印
象
付
け
て
宗
政
に
臨
み
、
二
四
年
一
月
一
五
日
付
の
宗
報
、「
先
ず
懺
悔
せ
よ
・
・
・
」
の

名
文
句
と
あ
わ
せ
読
む
と
非
常
に
考
え
深
い
も
の
が
あ
る
。
身
延
山
燈
明
会
事
務
総
長
に
就
任

昭
和
二
二
年
五
月
八
日

し
た
増
田
宣
輪

と
共
に
、戦
中
高
佐
皇
道
仏
教
行
道
会
の
本
部
代
表
と
し
て
天
皇
本
尊
論
の
立
場
か
ら
、
久
遠
実
成
本
師
釈
迦
牟
尼
仏
を
本
尊
と
す
る
四
大

本
山
並
び
宗
門
当
局
関
係
者
を
相
手
取
り
不
敬
罪
の
告
訴
を
提
起
し
た
当
事
者
そ
の
人
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
事
件
は
祖
廟
中
心
制
度
確
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立
問
題
で
対
立
し
て
い
た
総
本
山
と
四
大
本
山
（
京
都
本
圀
寺
、妙
顕
寺
、
池
上
本
門
寺
、中
山
法
華
経
寺
）
の
確
執
が
本
尊
の
解
釈
問
題
に

ま
で
発
展
し
た
問
題
で
あ
る
と
い
う

内
務
省
警
保
局
編
、
社
会
運
動
の
状
況
一
二
、
昭
和
一
五
年

。
本
末
制
度
は
、
日
蓮
宗
・
本
門
宗

顕
本
法
華
宗
の
三
派
合
同
が
成
っ
た
昭
和
一
六
年
三
月
一
一

一
三
日
に
、
解
体
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
西
川
景
文
内
局
下
の
昭
和
二
二
年
九
月
一
九
日

二
三
日
に
、
普
通
試
験
合
格
尼
僧
の
第
九
期
信
行
道
場
が
身
延
山
で
開
場

さ
れ
る
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

日
蓮
宗
宗
制
・
宗
本
一
体
の
祖
山
中
心
体
制
が
施
行
さ
れ
、増
田
宣
輪
が
新
た
に
宗
務
総
監
に
就
任

昭
和
二
七
年
四
月
一
日

し
、翌

二
五
年
宗
教
法
人
日
蓮
宗
が
認
証
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
六
年
一
〇
月
に
全
日
本
仏
教
尼
僧
法
団
が
結
成
さ
れ
、
翌
二
七
年
一
〇
月
二
八
日
梶
山
智
孝
、
谷
川
善
妙
ら
有
志
尼
僧
が
中
心

と
な
っ
て
『
日
蓮
宗
尼
僧
法
団
』
を
結
成
す
る
。
こ
の
後
、
村
雲
尼
公
に
変
わ
る
市
井
の
先
駆
的
な
尼
僧
た
ち
の
動
き
が
、
教
団
史
に
添

え
ら
れ
る
。
三
一
年
一
〇
月
一
一
日
に
管
長
増
田
日
遠
（
旧
名
宣
輪
・
三
二
年
三
月
三
〇
日
身
延
山
久
遠
寺
入
山
）
を
迎
え
、
身
延
山
本

師
堂
で
全
国
日
蓮
宗
尼
僧
法
団
結
成
大
会
を
開
き
本
格
的
な
活
動
を
開
始
す
る
。「
日
蓮
聖
人
の
教
え
を
守
り
本
仏
釈
尊
に
給
仕
し
、
唱

題
行
に
徹
し
、
祖
山
中
心
正
法
護
持
の
信
念
を
確
立
し
、
行
学
二
道
の
研
修
に
励
み
、
毎
月
結
集
、
団
員
相
互
の
信
行
増
進
、
尼
僧
の
地

位
向
上
に
努
め
、
異
体
同
心
の
宗
風
宣
揚
と
社
会
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
」（
日
蓮
宗
事
典
）。
ま
た
団
員
は
信
行
道

場
修
了
の
剃
髪
尼
と
す
る
。
本
部
は
身
延
山
丈
六
堂
内
に
置
き
、
関
東
関
西
北
陸
・
九
州
に
支
部
を
持
っ
て
い
た
。
主
な
活
動
と
し

て
、
沖
縄
激
戦
地
慰
霊
行
脚
、
ハ
ワ
イ
慰
霊
行
脚
、
尼
衆
宗
学
林
再
興
、
尼
僧
信
行
道
場
開
設
、
広
島
・
呉
原
爆
被
災
者
供
養
、
伊
勢
湾

台
風
三
三
回
忌
法
要
等
々
。
梶
山
智
孝
（
三
一
歳
で
当
時
の
日
蓮
宗
教
学
部
長
・
馬
田
行
啓
（
注
二
）
に
つ
い
て
剃
髪
得
度
、
昭
和
一
七

年
立
正
大
学
宗
学
科
卒
）
の
傑
出
し
た
指
導
力
と
谷
川
善
妙
（
昭
和
二
一
年
尼
衆
宗
学
林
卒
業
、
立
正
大
学
宗
学
科
卒
）
・
花
井
浄
深

（
大
正
一
四
年
尼
衆
宗
学
林
卒
業
）
ら
優
秀
な
人
材
に
恵
ま
れ
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
宗
門
内
外
に
そ
の
存
在
を

誇
っ
た
。
そ
の
後
、
法
団
は
役
員
の
刷
新
が
ま
ま
な
ら
ず
次
第
に
求
心
力
を
弱
め
て
行
く
。
法
華
真
学
（
昭
和
二
一
年
尼
衆
宗
学
林
卒
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業
）
団
長
以
下
新
た
な
役
員
体
制
で
身
延
山
祖
廟
に
お
い
て
尼
僧
法
団
の
再
生
を
誓
っ
た
の
は
、
平
成
一
七
年
九
月
二
七
日
の
こ
と
で
あ

る
。注

二
：
昭
和
一
三
年
二
月
一
五
日
付
『
日
蓮
宗
教
報
』
三
二
号
〉
で
馬
田
教
学
部
長
、
昭
和
の
四
箇
格
言
「
唯
物
無
間

自
由
天
魔

共
産
亡

国

利
己
国
賊
」
を
提
唱
し
悪
思
邪
想
折
伏
の
旗
印
と
し
て
掲
げ
、
宗
門
布
教
師
に
国
民
精
神
総
動
員
の
実
を
挙
げ
政
府
の
方
針
に
対
応
す

べ
く
国
民
思
想
の
堅
実
強
化
を
は
か
る
た
め
、
こ
れ
を
大
い
に
活
用
さ
れ
た
い
と
発
表
。

当
時
師
は
、『
国
民
精
神
総
動
員
に
協
力
せ
よ
』
に
始
ま
り
『
昭
和
の
四
箇
格
言
』、『
日
本
精
神
に
立
ち
還
れ
』
そ
し
て
『
新
東
亜
建
設

の
戦
士
た
れ
』
と
宗
門
布
教
師
を
鼓
舞
し
て
大
陸
開
教
に
送
り
出
す
な
ど
、
掛
け
声
も
勇
ま
し
い
。
満
州
事
変
が
人
々
の
宗
教
心
や
信
仰
心

を
喚
起
・
培
養
さ
せ
る
に
は
極
め
て
有
効
で
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
と
に
出
征
兵
士
の
家
族
親
戚
が
、
熱
心
に
読
経
唱
題
に
励
ん
で
い
る
こ
と

や
、
前
線
の
将
兵
が
唱
題
の
力
に
よ
っ
て
勇
気
百
倍
し
、
危
険
を
冒
し
て
任
務
を
遂
行
し
た
と
か
、
突
撃
を
敢
行
し
た
例
を
挙
げ
、
信
仰
を

高
め
る
好
機
で
あ
る
と
宗
門
人
の
奮
起
を
促
す
。
今
読
め
ば
、
不
殺
生
戒
を
第
一
義
と
す
る
仏
教
と
は
程
遠
い
信
仰
で
あ
る
と
の
見
方
も
で

き
る
。
全
体
主
義
の
統
制
下
、
挙
国
一
致
の
聖
戦
に
駆
り
立
て
ら
れ
、
国
策
に
協
力
し
率
先
し
て
国
民
の
思
想
善
導
す
る
こ
と
が
教
化
だ

と
、
門
人
を
煽
り
立
て
て
い
る
の
だ
か
ら
、
疑
い
の
起
き
る
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。

他
方
、
本
末
制
度
の
解
体
で
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
本
圀
寺
と
共
に
、
落
日
の
憂
き
目
に
遭
う
村
雲
瑞
龍
寺
の
戦
後
も
ま
た
厳
し
い

も
の
が
あ
っ
た
。
戦
後
民
主
主
義
を
先
取
り
す
る
よ
う
に
し
て
宗
制
の
改
革
に
取
り
組
む
宗
門
に
と
っ
て
、
も
は
や
村
雲
瑞
龍
寺
へ
の
関

心
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
た
。
全
国
各
地
に
作
ら
れ
て
い
た
村
雲
婦
人
会
も
自
然
消
滅
状
態
で
、
決
ま
っ
た
収
入
源
を
持
た
な
い
瑞

龍
寺
の
財
政
は
見
る
間
に
干
上
が
る
。
昭
和
三
五
年
村
雲
瑞
龍
寺
、
日
蓮
宗
か
ら
の
恩
恵
な
し
を
理
由
に
離
脱
手
続
き
を
と
る
に
い
た
っ

て
、
瑞
龍
寺
財
産
不
当
処
分
が
発
覚
し
、
村
雲
瑞
龍
寺
九
条
日
浄
の
住
職
罷
免
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
。
宗
務
当
局
と
の
和
解
成
立
後
、

紆
余
曲
折
を
経
て
瑞
龍
寺
の
近
江
八
幡
移
転
再
建
中
の
昭
和
三
七
年
九
月
二
〇
日
、
瑞
龍
寺
一
一
世
九
条
日
浄
は
急
逝

六
七

し
て
い

る
。
時
あ
た
か
も
本
圀
寺
の
復
興
移
転
問
題
が
宗
内
抗
争
に
発
展
し
か
け
、
前
任
の
増
田
日
遠
が
退
き
、後
任
の
西
川
景
文
が
再
建
に

当
っ
て
い
た
最
中
で
も
あ
る
。
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手
元
に
あ
る
日
蓮
宗
尼
衆
宗
学
林
の
『
尼
衆
学
林
だ
よ
り
』

平
成
一
五
年
九
月
一
日

に
、
瑞
龍
寺
の
様
変
わ
り
を
次
の
よ
う
に
述

懐
す
る
。《
明
治
維
新
ま
で
は
摂
家
の
九
条
家
に
一
旦
入
籍
入
寺
し
て
い
ま
し
た
が
、
維
新
後
は
「
御
由
緒
寺
院
」
に
属
す
も
、
宗
門
の

宗
規
に
則
る
「
由
緒
寺
院
」
と
は
別
扱
い
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
「
日
蓮
宗
由
緒
寺
院
」
の
一
つ
で
、「
門
跡
寺
院
」
も
「
村
雲

御
所
」
の
称
号
も
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
多
く
先
師
か
ら
「
寺
門
の
在
り
様
は
歴
史
と
伝
統
で
あ
る
」
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ

に
は
僧
侶
と
し
て
の
誇
り
が
あ
っ
た
。「
師
厳
道
尊
」
の
響
き
も
「
遠
く
成
り
に
け
り
」「
覆
水
盆
に
帰
ら
ず
」
か
。
悲
し
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
。》

実
際
、京
都
村
雲
御
所
も
本
圀
寺
も
歴
史
・
伝
統
の
地
を
売
却
し
て
、新
た
な
地
に
名
を
残
す
こ
と
に
な
り
、
歴
史
・
伝
統
を
誇
っ
て
胡

座
を
か
い
て
い
る
時
代
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
代
償
は
小
さ
く
は
な
か
っ
た
。

ま
と
め

明
治
期
よ
り
太
平
洋
戦
争
突
入
に
い
た
る
ま
で
、
宗
門
唯
一
の
皇
室
に
つ
な
が
る
門
跡
寺
院
と
し
て
、
皇
国
史
観
・
大
東
亜
共
栄
圏
の

国
策
を
補
完
す
る
露
払
い
的
役
割
を
担
っ
て
、
教
団
史
を
飾
る
村
雲
尼
公
。

戦
後
「
英
霊
に
催
促
さ
れ
て
」
、大
東
亜
戦
で
戦
死
病
没
・
殉
難
横
死
さ
れ
た
英
霊
に
対
す
る
専
心
慰
霊
行
脚
を
実
践
し
、「
二
度
と
祖

国
を
戦
場
に
し
た
く
は
な
い
」
と
誓
い
合
う
、
梶
山
智
孝
率
い
る
日
蓮
宗
尼
僧
法
団
。

両
者
の
置
か
れ
た
時
代
背
景
は
全
く
正
反
対
で
は
あ
る
が
、
共
に
宗
門
の
政
治
的
な
動
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に
し
て
、
尼
僧
と
し
て
の

主
体
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
点
で
、極
め
て
似
通
っ
て
い
る
。

御
門
跡
と
い
う
格
式
で
宗
門
の
期
待
に
応
え
た
村
雲
尼
公
と
、戦
争
の
罪
ほ
ろ
ぼ
し
の
た
め
の
慰
霊
行
脚
を
尼
僧
の
使
命
と
位
置
づ
け

模
範
的
に
取
り
組
ん
だ
梶
山
団
長
、
ど
ち
ら
も
時
代
の
求
め
に
真
摯
に
忠
実
で
あ
っ
た
。
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最
後
に
、
教
団
史
に
漏
れ
た
巷
の
尼
僧
た
ち
の
ユ
ニ
ー
ク
な
動
き
を
紹
介
し
て
、
こ
の
小
論
の
締
め
く
く
り
と
し
た
い
。
昭
和
一
二
年

五
月
三
日
第
七
回
「
汎
太
平
洋
仏
教
青
年
大
会
」
が
名
古
屋
・
建
中
寺
母
子
寮
で
開
催
さ
れ
、
花
井
浄
深
、
鬼
頭
浄
眼
、鳥
居
恵
静
、内
林

浄
光
ら
四
人
の
尼
僧
が
参
加
す
る
。
さ
ら
に
同
年
八
月
に
は
、
新
興
仏
教
青
年
同
盟
の
第
一
回
結
集
が
林
霊
法
の
自
坊
・
養
林
寺
で
開
か

れ
、
一
五
人
が
結
集
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
前
記
四
人
の
尼
僧
の
姿
も
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
名
古
屋
市
熱
田
区
の
当
時
妙
法
庵
（
現

在
の
光
耀
寺
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
尼
寺
の
尼
僧
た
ち
で
、
こ
の
頃
の
妙
法
庵
は
、
庵
主
布
目
慈
本
の
人
望
も
あ
り
、
一
一
人
も
の
若
き
尼

僧
を
、
個
性
豊
か
に
育
く
ん
で
い
た
。
そ
の
多
く
が
京
都
松
が
崎
・
『
尼
衆
修
道
院
』（
昭
和
一
七
年
四
月
よ
り
昇
格
し
尼
衆
宗
学
林
と

な
る
）
に
学
ん
で
、
村
雲
瑞
龍
寺
の
歴
史
・
伝
統
に
浴
し
て
い
る
。

完


